
接
続
率
・
収
納
率
の

向
上
を
図
り
ま
す

　

特
別
会
計
と
い
う
性
質
上
、
本

来
で
あ
れ
ば
下
水
道
使
用
料
で
必

要
経
費
を
賄
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
こ
ろ
を
、
赤
字
補
て
ん
と
し

て
、
そ
の
収
入
の
３
割
以
上
を
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
市
税
）

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
慢
性
化
し
た
赤
字
の
状
態

を
解
消
す
る
に
は
、
現
行
の
使
用

料
単
価
で
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
下
水
道
使
用
料

の
適
正
価
格
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
く
べ
く
、
昨
年
８
月
か
ら

西
条
市
使
用
料
等
審
議
会
を
開
催

し
、
平
成
28
年
12
月
使
用
分
か
ら

西
条
処
理
区
の
使
用
料
を
改
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
詳
細

は
２
～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

現
在
、
接
続
率
や
収
納
率
の
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
使
用
料
収
入

の
増
額
を
目
指
す
た
め
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
今
後
ま

す
ま
す
の
下
水
道
事
業
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
２
階

　
　
　
　

下
水
道
業
務
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
６
８

　

熊
本
地
震
の
被
災
地
を
支
援

す
る
た
め
、
西
条
市
連
合
自
治

会
が
市
内
自
治
会
に
呼
び
か
け

て
義
援
金
を
募
り
、
集
ま
っ
た

２
６
２
万
６
１
２
６
円
を
市
に
寄

託
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
治
会
を

挙
げ
て
被
災
地
へ
の
義
援
金
募
集

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

義
援
金
は
、
自
治
会
の
皆
さ
ん

の
１
日
も
早
い
復
興
を
願
う
温
か

い
思
い
を
込
め
て
、
被
災
地
へ
お

届
け
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
１
階

　
　
　
　

市
民
生
活
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
２
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平
成
27
年
度

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
財
政
状
況

　

平
成
27
年
度
の
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
財
政
状
況
（
決
算
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

決
算
額
は
、
歳
入
が
33
億
８
６
６
０
万
円
、
歳
出
が
33
億
８
２
６
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
目
的
別
収
支
に
大
別
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　下水道事業は、浄化センターの維持管理など管理運営に関する「収益的収支」と、

下水管きょの敷設といった下水道施設の建設に関する「資本的収支」に大別されます。

資本的収支

収益的収支

９億8,718万円９億8,718万円

維持管理費
５億4,218万円
55%

地方債利息
４億4,500万円
45%

支出

その他収入
766万円
1%

下水道使用料
５億5,518万円
56%

一般会計繰入金
３億4,654万円
35%

地方債
7,780万円
8%

収入
９億8,718万円９億8,718万円

建設改良費
９億3,052万円
39%

地方債償還金
14億6,495万円
61%

支出
23億9,547万円23億9,547万円

国庫補助金
２億9,642万円
12%

一般会計繰入金
11億2,511万円
47%

その他収入
51万円
0%

地方債
９億3,450万円
39%

受益者負担金
4,288万円
2%

収入
23億9,942万円23億9,942万円

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ

自
治
会
か
ら
義
援
金


